
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　朝読書で取り組んだ新聞の視写でも、各教科での取り組みでも、生徒の社会についての関心が高まったことは、日常の態度や会話、またスクラップの中での感想等から感じられた。
　読むことが苦手、読むのが遅い、内容把握が甘い等の課題を抱えているところで、黙読し、手を使って書くことでさらに読むという作業となる視写の取り組みは、深く読むことにつながると考える。短いが、読んだ後感想を書くことで、記事の内容から自分のことを振り返って考えることになるのもよい。つまり、社会の中の自分という視野を持つことで、自分の生活を考えるという機会になる。それは大変大きな意義があると思う。生徒の考え方が変化していく様子が、視写のプリントの最後に書かれた感想を読んでいてみられた。対人関係調整能力が問われる現代ではあるが、新聞を書いて、全校生徒や社会に発信することは、これからも大切にしていきたい。書くことに抵抗がある子ども、書く速さの違い、新聞のコラムの選択等が課題としてあげられる。
	TextField2: ＜第1回、9月22日の毎日新聞（余録）、同級生とのゲームの借金がかさんだという遺書を残し飛び降り自殺し　た神戸の高校生の事件を扱ったコラムへの感想＞
　○人をゲームにする人が悪い。だけど苦しめられている人は、どこかできっとSOSを出しているはずだから　　誰かが気づいてあげればいいと思う。見てみぬふりじゃなくて。
　○この記事を読んで、人は恐いなぁと思った。こんなことがあってはいけないと思うし、いじめる方もやり　　過ぎだと思った。
　○まさにその通りだと思って真剣に読めたし、納得できた。やっぱりいじめはだめだと思った。
　○この記事を読み改めて人の命の大切さを感じた。
　○私はこの文章を読んで、人をゲームにしてはならないし人のゲームにもなってはいけないと思った。もし　　人のゲームになっている人がいたら助ける勇気を、人のゲームにしている人がいたら注意する勇気を持ち　　たい。
	TextField2: 　10分間の朝読書の時間に、コラムと原稿用紙が一緒になった用紙を配布し、黙読し視写する。そして、読後の感想を書くという取り組みを行った。1週間のうち学年朝会や、全校生徒朝会等がある日を除いて、朝読書ができるのは週3日であるため、ひとつのコラムについて1週間かけるサイクルで取り組んだ。毎日新聞等のコラムは、他紙に比較して分量が多く、なかなか書ききれない生徒もあった。そうした場合は、宿題とした。
	TextField2: 9月の半ばから1月末までの、朝読書（10分・週3日）の時間
	TextField2: プリントされた新聞のコラムを読み、視写し、自分の感じたことを書くことができたか。
	TextField2: 「社会に関心を向け、自分の考えを持つ」・新聞を読むことで、今ここにある自分を確認し、今後自分は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どう生きたらよいかということを考える基盤にしたい。
	TextField2: 視写することで新聞を読もう
	TextField2: 朝読書（国語）　80人
	TextField2: 第3学年
	TextField2: 中嶋真理
	TextField2: 岩手県宮古市立第一中学校
	TextField1: 視写で新聞を身近に



